
従業員の満足度向上に
会員宿泊施設向け福利厚生制度

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済

旅ホ連のスケールメリット 給付内容が充実

「他社にはない唯一無二の制度」

ＪＴＢグループ　年度決算（年月～年月）の概要

ＪＴＢビジネスイノベーターズ

メールリンク決済に新機能
宿泊施設向け「ＪＴＢ　Ｂｏｏｋ＆Ｐａｙ」

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
那
須
塩
原
市
が
連
携
協
定

観
光
で
酪
農
の
課
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解
決

美
肌
の
湯
め
ぐ
り
プ
ラ
ン

ポーラ × ＪＴＢ

ポ
ー
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美
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温
泉
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山
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認
定
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で
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Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
の
ポ
ス
タ
ー

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ＪＴＢは、年月期の連結決算をまとめた。

年度、ＪＴＢグループは中期経営計画『「新」交流創造ビジョン』に
おけるフェーズの最終年度として、「未来から現在（いま）を創る～未来
のためのビジネスモデル変革～」をテーマに掲げ事業活動を展開した。世
界の観光セクターはパンデミック前の水準の％まで回復し、訪日外客
数も万人を突破して過去最高を更新した。
　このような市況下、ＪＴＢグループでは、グローバル領域でＤＭＣ、Ｍ
ＩＣＥ、ビジネストラベルの各事業が多角的に成長するとともに、海外旅
行、訪日旅行、国内外のMeetings & Events、商事領域における売上高が大き
く成長した。当初の計画通り、ＩＴシステムの刷新、ＤＸ推進、イノベーシ
ョン創出プロジェクトの運営、高度専門人財、および、グローバル人財の
採用など、幅広い分野への戦略的な投資を実施し、基盤整備を推進した。
その結果、営業利益において計画比％（計画億円）を達成した。
　○訪日旅行はオンライン個人販売とツアー受注で、第三国間旅行は欧
米・アジアの市場拡大を捉え、両領域とも回復する人流を背景に前年比を
大きく上回り伸長した。
　○国内外の国際イベント（パリオリンピック・パラリンピックや大
阪・関西万博など）において、関連事業や第三国間の取り扱いを拡大した。
　○グローバルＤＭＣでの「世界発・世界着」の取り組み拡大、ＳＩＣ（※
）の中南米市場の獲得、グローバルビジネスソリューションでのＭＩＣ
Ｅ需要と訪日インセンティブ需要の拡大など、世界的な人流回復を背景

にグローバルでの事業が多角的に成長した。
　○商事領域では宿泊施設の好調な稼働を背景に消耗品・装備品販売が
好調に推移し、決済領域では旺盛なインバウンド需要により、宿泊施設向
けのクレジットカード一括加盟店決済サービスや宿泊オンライン決済サ
ービスの決済額が過去最高を記録した。
　○国内旅行は物価高の影響による購買行動の慎重化傾向により前年比
減となったが、海外旅行は前年比増となった。
　これらの取り組みを推進した結果、ＪＴＢのグループ概況は以下の通
りとなった。
事業別ハイライト
【ツーリズム事業】
　◎法人＝「企業」「教育」マーケットでの取り扱いを拡大し、スポーツで
は「MLB WORLD TOUR TOKYO SERIES公式観戦券付きホスピタリティ・パ
ッケージ」を通して、お客さまの体験価値を高めた。
　◎個人＝マルチチャネルでお客さまに正対するＯＭＯ（※）モデルが
進化した。国内旅行は「日本の旬（※）」（上期：北陸、下期：京都・奈良・滋
賀）による活性化や、「株式会社ジャパンエンターテイメント（JUNGLIA O
KINAWA）」との「オフィシャル・マーケティング・パートナーシップ契約」
を締結し、体験価値の高い商品を発表した。海外旅行は年間を通じ円安・
物価高等の外部環境だったが、ＭＬＢ効果での北米、パリオリンピッ
ク・パラリンピック効果でのヨーロッパ、アジアが顕著で前年を上回る結
果となった。
　◎ＪＴＢ協定旅館ホテル連盟とのサステナブルツーリズム推進のため
の協働宣言など、新規事業展開とサステナビリティへの取り組みを積極
的に推進した。
【エリアソリューション事業】
　◎観光ＤＸ領域＝活況なインバウンド市場に連動し、株式会社グッド
フェローズＪＴＢが提供する入場施設向けチケット流通プラットフォー
ム、およびアクティビティ商品の在庫・予約の一元管理が可能な「ＪＴＢ
ＢÓＫＵＮ」での販売流通額が過去最高を更新した。
　◎観光地整備・運営支援領域＝ふるさと納税の寄付額が過去最高を達
成。商事領域、決済領域ではインバウンド需要を捉え、好調に推移。出版領
域では年創刊の「ＪＴＢ時刻表」が周年を迎えた。
　◎エリア開発領域＝新規投資と小豆島でのコンテンツ開発を進める一
方、大阪・関西万博に向けては「大阪・関西万博公式観光サイト」の運営な
どを通して、グループ全体で需要獲得と準備を推進した。
【ビジネスソリューション事業】
　◎顧客課題の解決に資するソリューションとして、Meetings & Events、

旅行、ビジネストラベル領域で、前期を大きく上回る実績となった。
　◎ＡＢＭ（※）戦略を基軸に成長拡大する企業需要を的確に捉え、既存
需要にとどまることなく、未捕捉領域への積極的なアプローチにより、取
り扱いを拡大した。
　◎Meetings & Events領域＝リアルとオンラインのハイブリッド需要に
対応し、ＲＯＩ（投資対効果）測定スキームの充実やデジタルソリューシ
ョンの提案、活用促進を強化した。
【グローバル領域】
　◎グローバルＤＭＣ事業＝大型国際イベントであるパリオリンピ
ック・パラリンピック等での世界発フランス着の取り扱いや、アジア、米
国から欧州への旅行が伸長するなど、欧州のインバウンド事業が活況と
なった。また、アジアパシフィック地域では多様化する教育旅行の需要を
捉えた。また、ＳＩＣ事業では、中南米発欧州方面行き需要を獲得すると
ともに、日本市場向けのヨーロッパ周遊バス商品「ランドクルーズ」の販
売が、メディア露出と商品拡充によって拡大した。
　◎ＭＩＣＥ事業＝グローバル市場全体でのＭＩＣＥ需要取り込みと訪
日インセンティブ需要の拡大。海外・国内の営業体制強化とデジタル活用
による情報連携を強化し、グローバルＡＢＭ戦略を加速させた。
　◎ビジネストラベル事業＝需要回復の確実な捕捉とともに、ＣＯ排出
量削減に取り組む外部パートナーとの連携により環境配慮を強化した。
　◎訪日旅行＝底堅いインバウンド需要に対して、オンラインでの個人
向け提携販売や旅行会社からのツアー受注で需要を捕捉し伸長した。
◆年月期（年度）の通期見通し
年度は中期経営計画フェーズ「成長・飛躍」の初年度であり、各事
業のさらなる成長に向けた重要な年度と位置づけている。急速に変化す
る市場環境に適応し、新たな成長機会を捉えるため、「未来から現在（い
ま）を創る～ビジネスモデル変革の加速～」をテーマとしてビジネスモデ
ルの抜本的な変革に取り組むと同時に、経営基盤の強化と事業の持続的
拡大を推進する。
　また、年度も将来に向けた先行投資を継続し、売上高兆，億
円、営業利益億円を目指す。

（※）Seat In Coachの略称。コース組み合わせ自由のバスツアー。
（※）Online Merges with Offlineの略。顧客体験の最大化を目指しオンラ
イン（Ｗｅｂ）とオフライン（店舗やコールセンターなど）の垣根を超えて
購買意欲を創り出そうとするマーケティングの考え方。
（※）ＪＴＢグループで実施している国内観光地活性化を目的とした
キャンペーン。
（※）Account Based Marketing（アカウントベースドマーケティング）の
略で、企業を対象として戦略的にアプローチをしていく、ＢｔｏＢマーケ
ティングの手法。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
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須
塩
原
市

（
栃
木
県
）
は
、
酪
農
を
基

軸
と
し
た
観
光
振
興
な
ど
に

関
し
て
連
携
協
定
を
締
結
し

た
。
酪
農
は
同
市
の
主
力
産

業
だ
が
、
資
材
高
騰
、
担
い

手
の
不
足
や
高
齢
化
な
ど
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
課
題

解
決
に
向
け
て
、
酪
農
と
観

光
を
掛
け
合
わ
せ
て
新
た
な

価
値
を
創
造
し
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
。

具
体
的
に
は
、
①
酪
農
従

事
者
の
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開

発
、
磨
き
上
げ
②
地
域
産
品

の
６
次
産
業
化
推
進
、
国
内

外
販
路
開
拓
支
援
③
国
内
外

に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
④

魅
力
あ
る
酪
農
の
ま
ち
づ
く

り
実
現
に
向
け
た
拠
点
施
設

の
整
備
の
検
討
―
な
ど
を
進

め
る
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
（
理

事
長
＝
宮
﨑
光
彦
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ

協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
会

長
）
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
会

員
で
あ
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
の

経
営
者
か
ら
「
宿
泊
業
に
携

わ
る
従
業
員
の
福
利
厚
生
の

た
め
に
、
独
自
の
制
度
が
必

要
だ
」
と
い
う
声
が
上
が
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
１

９
８
７
年
に
設
立
さ
れ
た
。

旅
ホ
連
会
員
施
設
の
従
業

員
、
経
営
者
の
た
め
の
「
傷

害
総
合
保
険
付
き
福
利
厚
生

制
度
」
を
運
用
し
て
い
る
。


年
目
を
迎
え
る
２
０
２

５
年
４
月
現
在
、
加
入
会
員

施
設
は
１
３
７
７
軒
、
加
入

員
数
は
約
２
万
１
千
人
と
な

っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
災

害
補
償
な
ど
の
給
付
要
件
を

拡
大
す
る
な
ど
、
絶
え
ず
内

容
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。


年
度
か
ら
は
、
普
通
加

入
員
の
加
入
年
齢
が
、
従
来

の
「

歳
未
満
ま
で
」
か
ら

「

歳
未
満
ま
で
」
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
高
年
層
の
就
業

へ
の
安
心
感
向
上
が
図
ら
れ

て
い
る
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
は
、

給
付
部
門
と
保
険
部
門
を
組

み
合
わ
せ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
制

度
と
な
っ
て
お
り
、
会
員
施

設
の
従
業
員
で
あ
れ
ば
、
パ

ー
ト
社
員
や
外
国
人
で
も
加

入
で
き
る
。
加
入
費
の
支
払

い
は
、
施
設
で
の
一
括
負
担

は
も
ち
ろ
ん
、
個
人
負
担
も

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

プ
ラ
ン
は
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
「
お
手
軽
プ
ラ
ン
（
プ

ラ
ン
Ａ
）
」
（
年
間
３
６
０

０
円
）
と
、
補
償
が
手
厚
い

「
充
実
プ
ラ
ン
（
プ
ラ
ン

Ｂ
）」（
年
間
８
４
０
０
円
）

の
２
タ
イ
プ
か
ら
選
択
で
き

る
。
保
険
部
門
を
例
に
と
る

と
、
お
手
軽
プ
ラ
ン
は
業
務

中
の
事
故
に
限
ら
れ
る
一
方

で
、
充
実
プ
ラ
ン
は
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
時
間
も
対
象
に
な

る
な
ど
、
加
入
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
設
定
と
な
っ
て

い
る
。


年
度
の
同
共
済
の
総
給

付
額
は
４
２
８
１
万
円
。
そ

の
内
訳
は
、
若
い
世
代
へ
の

「
結
婚
・
出
産
祝
金
」
、
そ

の
子
ど
も
の
「
入
学
祝
金
」

で
３
割
強
、
全
世
代
へ
の

「
療
養
・
入
院
見
舞
金
」
で

３
割
、
長
ら
く
施
設
を
支
え

て
い
る
人
へ
の「
古
希
祝
金
」

で
１
割
。
暮
ら
し
の
中
で
、

必
要
と
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

に
合
わ
せ
た
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
昨
今
多
発
す
る
自

然
災
害
に
被
災
さ
れ
た
会
員

に
は
災
害
見
舞
金
を
、
業
務

中
の
偶
発
的
な
事
故
に
よ
る

重
篤
な
事
案
に
対
し
て
は
保

険
の
適
用
な
ど
、
加
入
施
設

か
ら
は
、
「
加
入
費
が
安
価

な
わ
り
に
給
付
内
容
が
充
実

し
て
い
る
」
「
会
社
の
制
度

と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
し
、

従
業
員
の
福
利
厚
生
制
度
の

充
実
に
役
立
て
て
い
る
」
な

ど
の
評
価
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
は
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
加
盟
施
設
な

ら
で
は
の
価
値
を
経
営
に
最

大
限
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
日
々
、
会
員
施

設
の
声
に
耳
を
傾
け
、
会
員

施
設
に
寄
り
添
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
施
設
単
体
で
は
難
し

い
福
利
厚
生
制
度
の
拡
充
を

通
じ
て
、
会
員
施
設
の
安
定

的
な
経
営
に
貢
献
し
て
い

く
。
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ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ

ー
タ
ー
ズ
は
、
宿
泊
施
設
向

け
の
事
前
予
約
決
済
サ
ー
ビ

ス
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
＆

Ｐ
ａ
ｙ
」
の
メ
ー
ル
リ
ン
ク

決
済
に
新
た
な
オ
プ
シ
ョ
ン

機
能
を
リ
リ
ー
ス
し
た
。
こ

の
機
能
拡
充
に
よ
り
宿
泊
施

設
の
業
務
負
担
軽
減
と
、
宿

泊
予
約
者
の
決
済
の
利
便
性

向
上
を
図
る
。

メ
ー
ル
リ
ン
ク
決
済
は
、

宿
泊
予
約
者
に
決
済
画
面
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
記
載
し
た
メ
ー
ル

を
送
信
す
る
機
能
。
宿
泊
予

約
者
が
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス

す
る
と
専
用
の
決
済
フ
ォ
ー

ム
に
遷
移
し
、
必
要
事
項
を

入
力
す
る
こ
と
で
オ
ン
ラ
イ

ン
決
済
が
可
能
と
な
る
。
Ｊ

Ｔ
Ｂ

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
＆
Ｐ
ａ
ｙ

を
契
約
し
て
い
る
宿
泊
施
設

は
、追
加
申
し
込
み
な
し
で
、

す
ぐ
に
利
用
で
き
る
。

利
用
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

「
電
話
や
メ
ー
ル
で
入
っ
た

予
約
を
事
前
決
済
に
」
「
海

外
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の
精
算

を
事
前
決
済
に
」
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
＆
Ｐ
ａ
ｙ
で
宿

泊
予
約
さ
れ
た
お
客
さ
ま
の

現
地
で
の
追
加
精
算
に
」
な

ど
が
想
定
さ
れ
る
。

今
回
、
宿
泊
施
設
の
要
望

を
受
け
て
、
新
た
に
２
種
類

の
オ
プ
シ
ョ
ン
機
能
の
提
供

を
開
始
す
る
。

一
つ
目
は
「
決
済
Ｕ
Ｒ
Ｌ

生
成
機
能
」
で
、
管
理
画
面

上
で
決
済
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
み
を
発

行
で
き
る
機
能
。
こ
れ
に
よ

り
宿
泊
施
設
は
宿
泊
予
約
者

と
の
や
り
取
り
メ
ー
ル
に
直

接
、
決
済
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
添
付
し

た
り
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）
な

ど
メ
ー
ル
以
外
の
手
段
で
送

付
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。

二
つ
目
は
「
送
信
先
一
括

取
り
込
み
機
能
」
。
メ
ー
ル

リ
ン
ク
送
信
先
を
Ｃ
Ｓ
Ｖ
で

ま
と
め
て
取
り
込
め
る
機
能

で
、
１
件
ず
つ
宿
泊
予
約
者

の
情
報
を
入
力
す
る
手
間
が

省
け
る
。
メ
ー
ル
リ
ン
ク
作

成
に
か
か
る
時
間
の
短
縮
や

業
務
負
担
の
削
減
に
つ
な
が

る
。こ

れ
ら
の
オ
プ
シ
ョ
ン
機

能
の
利
用
に
は
、
月
額
オ
プ

シ
ョ
ン
費
用
が
発
生
す
る
。

詳
細
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ジ
ネ

ス
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
ズ
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（https://www.jtb

-jbi.co.jp/

）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

湯
め
ぐ
り
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

老
舗
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
の
ポ

ー
ラ
（
東
京
都
品
川
区
）
は
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
（
東
京
都
品
川
区
）
と

連
携
し
、
東
京
か
ら

分
と
好

立
地
に
位
置
す
る〝
湯
の
国
〟、

山
梨
県
最
大
規
模
の
温
泉
郷

「
富
士
山
石
和
温
泉
郷
」
で
、

「
ポ
ー
ラ
美
肌
温
泉
証
」
認
証

の
三
つ
の
宿
「
華
や
ぎ
の
章
慶

山
」
「
美
と
健
康
と
癒
し
の
宿

ホ
テ
ル
八
田
」「
ホ
テ
ル
ふ
じ
」

の
湯
め
ぐ
り
が
で
き
る
プ
ラ
ン

「
石
和
温
泉

美
肌
の
湯

湯

め
ぐ
り
」
を
開
発
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の

各
店
舗
お
よ
び
公
式
サ
イ
ト
な

ど
で
販
売
し
て
い
る
。

地
域
活
性
化
と
と
も
に
、
温

泉
地
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

貢
献
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
流

入
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
期
待
で

き
る
と
い
う
。

美
肌
温
泉
証
は
、
温
泉
の
美

肌
作
用
を
科
学
的
に
実
証
す
る

ポ
ー
ラ
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
。

「
長
年
の
化
粧
品
研
究
で
培
っ

た
肌
科
学
の
知
見
・
技
術
で
温

泉
の
魅
力
を
高
め
、
地
方
創
生

・
地
域
活
性
化
を
図
る
べ
く
、

昨
年
１
月
か
ら
本
格
的
に
展
開

し
て
い
る
」
と
同
社
。

サ
ー
ビ
ス
の
主
な
内
容
は
、

委
託
す
る
泉
質
分
析
会
社
の
ス

タ
ッ
フ
が
温
泉
地
に
直
接
足
を

運
び
、
実
際
に
利
用
者
の
入
る

浴
槽
に
注
が
れ
る
お
湯
を
採
水

す
る
。
「
一
般
的
な
泉
質
分
析

で
は
源
泉
で
採
水
し
た
お
湯
を

用
い
る
が
、
そ
れ
で
は
入
浴
し

た
時
の
正
確
な
美
肌
作
用
の
実

証
は
難
し
い
」
と
話
す
。

次
に
、
１
回
の
入
浴
で
実
感

で
き
る
美
肌
作
用
を
確
認
す
る

た
め
に
、
ポ
ー
ラ
・
オ
ル
ビ
ス

グ
ル
ー
プ
で
実
績
の
あ
る
肌
科

学
研
究
に
基
づ
い
た
角
層
と
皮

脂
の
評
価
を
実
施
。
同
時
に
、

含
有
す
る
成
分
・
イ
オ
ン
の
面

か
ら
も
体
系
的
に
判
断
す
る
。

こ
の
評
価
法
の
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
、
温
泉
の
「
美
肌
作

用
」
を
ほ
ぐ
し
ブ
ー
ス
タ
ー
温

泉
（
美
と
健
康
と
癒
し
の
宿
ホ

テ
ル
八
田
、ホ
テ
ル
ふ
じ
）や
、

バ
リ
ア
・
オ
ア
シ
ス
温
泉
（
華

や
ぎ
の
章
慶
山
）
な
ど
の
７
種

類
か
ら
認
定
す
る
。
そ
の
後
、

温
泉
の
美
肌
作
用
を
認
証
す
る

「
美
肌
温
泉
証
」
の
発
行
と
、

科
学
的
に
裏
付
け
の
取
れ
た
分

析
報
告
書
を
進
呈
す
る
。

ま
た
、「
石
和
温
泉

美
肌
の

湯

湯
め
ぐ
り
」が
特
典
と
し

て
提
供
さ
れ
る
宿
泊
プ
ラ
ン
を

購
入
の
宿
泊
客
に
は
、ポ
ー
ラ

の
肌
科
学
研
究
で
解
明
し
た
温

泉
の
美
肌
作
用
を
元
に
、季
節

ご
と
の
お
勧
め
の

湯
め
ぐ
り
方
法

や
、そ
れ
ぞ
れ
の

泉
質
に
合
わ
せ
た

入
浴
法
な
ど
を
ま

と
め
た
専
用
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
お
よ

び
ブ
ラ
イ
ト
ニ
ン

グ
ブ
ラ
ン
ド「
ホ

ワ
イ
テ
ィ
シ
モ
」

の
ス
キ
ン
ケ
ア
キ

ッ
ト
を
セ
ッ
ト
に

し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
。

ポ
ー
ラ
と
Ｊ
Ｔ

Ｂ
は
今
後
も
密
に

連
携
を
図
り
、
地

域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
、
宿
泊
施
設
と

の
連
携
や
石
和
温
泉
の
美
肌
の

湯
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
。「
美
肌
温
泉
証
を
契
機
に
、

日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光

業
界
へ
の
発
展
に
貢
献
で
き
れ

ば
」
と
力
説
す
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
先
は
、
ポ
ー
ラ
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ

事
業
部
☎
０
３
（
３
４
９
４
）

７
１
２
２
。




